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１ 留萌振興局の概況 

 

(１) 地 勢 

 留萌管内は、北海道の北西部に位置し、西は日本海に面し南北約 130 ㎞、東西約 60 ㎞の

南北に長い地域で、北は天塩川を挟んで宗谷地域、南は増毛山地を挟んで石狩地域、東は

天塩山地を挟んで上川、空知地域に接し、1 市 6 町 1 村で構成されています。管内の総面

積は、3,445.89 ㎞ 2で北海道の総面積の 4.1％を占めています。 

また、北海道遺産「天塩川」などがあり、南北 178 ㎞に及ぶ海岸線は「日本海オロロン

ライン」として親しまれ、暑寒別天売焼尻国定公園など の景勝地を有する自然に恵まれた

地域です。 

 

(２) 気 象 

 日本海を流れる対馬海流の影響で、緯度の割には温暖で、北部と南部の平均気温はほぼ

同じです。 

 春は雪解けとともに急速に暖かくなり、夏は風も弱く海も穏やかな日が続きます。秋は

短く 10 月下旬に初雪が降り、冬は北西の季節風の影響で、海上海岸で風速 20m/s 以上と

なる日や、5m を超す波浪が発生する日も珍しくありません。 

 冬期間は日本海側特有の吹き上げる風が地吹雪を起こし、視界不良や吹きだまりによる

交通障害の原因になっています。 

 

(３) 人 口 

 当管内は、1700 年代から漁場として開拓され、ニシン漁業を中心に発展してきました

が、昭和 30 年代前半の約 13 万人をピークに、基幹産業である農業、漁業、鉱業の低迷に

より、人口の減少が続いています。 

 令和 2 年 10 月に実施された国勢調査によると、管内人口は 4 万 3,050 人で、平成 27 年

のと比較して 4,862 人の減少となっています。 

 また、若年層を中心とした人口の流出による高齢化が顕著で、管内全市町村が過疎地域

の指定を受けています。 

 

  【増毛町】増毛町から暑寒別岳を望む       【留萌市】千望台からの景色 
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(４) 産 業 

 産業別就業構造の推移を見ると、農林水産業が管内の基幹産業ですが、全体に占める割

合は昭和 35 年度の 43.5％から年々減少し、令和 2 年度の国勢調査では 16.3％となってお

り、相対的に第 3 次産業が増加しています。 

 第 1 次産業の主な概要としては、農業では、水稲・畑作・野菜が遠別以南で生産され、

増毛町では、りんご、さくらんぼ、なし、ぶどうなど多様な果樹栽培が行われており、酪

農は、天塩町・遠別町を中心に道内でも有数の草地型酪農が展開されているなど、南北で

異なる自然条件を生かした農業が営まれています。 

 また、水産業では、近年、資源の減少など、経営環境の悪化による後継者の不足から漁

業者が年々減少しているため、新規就業者の受け入れなどの活動を行っているほか、漁港

施設や増殖場等の水産基盤整備を進め、ニシン・ヒラメ・サケなどの種苗を管内各地で放

流するなど、「獲る漁業」から「つくり育てる漁業」への転換を図っています。 

 第 2 次産業では、工業において主要業種である食料品製造業の一層の発展を図るため、

加工技術のさらなる向上と地場産品を生かした商品開発や市場開拓が課題となっていま

す。 

 

項    目 留 萌 全  道 比率(%) 備  考 

15歳以上就業者数  (人)  

１次産業        (人)    

林 業（内数）  (人)  

２次産業         (人)  

３次産業         (人) 

21,678   

3,527   

173 

3,828  

14,247 

  2,347,270

  156,298 

 6,448 

387,947  

1,738,586 

  0.92 

  2.26 

  2.68 

  0.99 

  0.82 

R2年国勢調査 

     〃 

     〃 

     〃 

     〃 

経営耕地面積      (ha)  22,866  1,028,421   2.22 2020年農林業ｾﾝｻｽ 

     〃 

2018年漁業ｾﾝｻｽ 

農業経営体数   744     34,913   2.13 

漁業経営体数     361     11,089   3.26 

森林面積          (ha) 285,970  5,537,208   5.16 R4年度 北海道林業統計 

民有林森林所有者数   4,050 136,184  2.97 R5年末 森林計画課調べ 

卸売・小売事業所数 

 従業者数         (人)

年間販売額   (百万円) 

    589 

  3,149 

 61,745 

    51,410 

   456,921 

17,131,282 

  1.15 

  0.69 

  0.36 

R3年経済ｾﾝｻｽ 

     〃 

     〃 

製造事業所数 

 従業者数         (人) 

製造品出荷額等(百万円) 

     48 

  1,494 

 24,879 

     4,982

   168,703 

 6,048,894 

  0.96 

  0.89 

  0.41 

2023年経済構造実態調査 

     〃 

     〃 
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(令和５年末 道森林計画課統計情報より) 

 

 

２ 森 林 資 源 
   

(１) 森 林 面 積 

  管内の森林面積は 286 千 ha で、北海

道の総森林面積 5,535 千 ha の 5.2％に

あたります。 

    管内では、森林管理局所管の国有林

が最も多く 66％を占めます。また、一

般民有林(25％)では個人･会社等の民

間で 86％を所有しています。 

類型別では、個人・会社所有と市町村

有林を合わせた「一般民有林」が

72,548ha、一般民有林と道有林を合わ

せた「民有林」は 98,006ha となります。 

(２) 森 林 蓄 積 

  管内の総森林蓄積量は 36,861 千㎥

で、北海道の総森林蓄積量 862,633 千

㎥の 4.3％にあたります。 

  類型別では、「一般民有林」が 10,059

千㎥(27％)、「民有林」では 12,620 千

㎥(34％)となります。 

単位当たり蓄積は、全道 156ｍ3/haに

対し、管内は 128ｍ3/ha です。 

 

(３) 一般民有林の齢級構成 

  一般民有林の構成は、人工林 41.4％、天然林 54.8％、無立木地 3.8％となっています。

また、一般民有林の人工林はトドマツが 76％を占め、7 齢級以上(31 年生)は 84.8％と

なっており、資源が充実した状態です。 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※齢級：林齢を 5 カ年ひとくくりにし、纏めたもののこと。林齢 1～5 年生を 1 齢級、6～10 年生を 2 齢級…と続く 

 

 

(令和４年度北海道林業統計より) 

１齢級 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15上

その他 57.66 66.57 88.27 112.89239.41285.63417.20401.08234.37121.90224.46263.89198.46 46.75 7.46

エゾマツ 48.17 185.89269.36342.56426.97423.12378.74192.39 85.29 78.27 54.34 17.80

カラマツ 108.69 76.46 48.92 0.73 2.74 6.35 46.00 25.88 4.12 5.37 249.40182.81403.69518.13529.57

トドマツ 226.95362.69249.25285.81 91.47 341.63724.44 1,469. 3,832. 4,171. 3,733. 1,878. 1,848. 1,401. 706.84

0
500
1000
1500
2000
2500
3000
3500
4000
4500
5000

（ha）

一般民有林〔人工林〕の主な樹種、齢級別の構成
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３ 森 林 所 有 者 

 

  管内一般民有林の森林所有者数は、

4,050 名で、そのうち個人所有は 93％

の 3,766 名となっています。 

職業別の割合では、農業を営む森林

所有者が多く、全森林所有者の 38％を

占めています。 

    また、5ha未満の零細な森林所有者数

が 54.5％と半数を占めていますが、管

内の森林面積に占める割合は 6.3％と

少なくなっています。 

一方、100ha以上の大面積を所有する

森林所有者数は全体の2.2％ですが、森

林面積は 53.5％と、管内の一般民有林

面積の半数を占めています。                     

  

 

 

 

４ 森 林 組 合 

 

  管内には 4 つの森林組合があり、 

組合員数 1,401 人、加入面積

42,582ha となっています。 

  一般民有林における組合加入率は 

面積で 51％を占めで、未加入所有者は 

主に会社、不在村所有者、零細所有 

者となっています。 

  主要事業の内訳は令和 3 年度で販 

売事業 32,131ｍ3、林産事業 241ｍ3、 

森林整備事業 1,966ha であり、事業       ※各森林組合の令和 4 年度実績 

総取扱高は約 464 百万円と地域林業       ※留萌北部には幌延町を含む 

の担い手として大きな役割を果たし 

ています。 

 

(令和５年末 道森林計画課統計情報より) 

 

農業

1,554 名

38%

漁業

242 名

6%

育林・林産業

22 名

1%

製造・建設業

105 名

3%

商業・サー

ビス業

298 名

7%

その他

1,539 名

38%

個人以外

290 団体

7%

職業別森林所有者数
[4,050人/団体]
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５ 森 林 整 備           

 

 管内の一般民有林で人工林は  

28,775 ha（天然林 40,809 ha）あり、

早期の森林整備が必要です。 

道内の人工林における森林整備

は、再造林と搬出間伐を主とした森

林資源の有効活用を図る施業に移行

していますが、管内ではこの動きに

同調出来ていない状況にあります。 

 

管内の主な造林樹種はトドマツ、

アカエゾマツとなっており、令和 5

年度の造林等植林は 90 ha 実施のう

ち再造林（人工造林）が 73ha と約 8

割を確保していますが、森林内の植

林である樹下植栽等が約 10 年前か

ら減少傾向です。また、間伐量もま

だまだ足りません。 

今後、トドマツ人工林を中心に主

伐期を迎え、皆伐等の主伐量の増加

が見込まれ、森林資源の保続を図る

ためには、森林の更新を確実な造林

による森林造成と搬出間伐を推進し

ていく必要があります。 
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Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 R01 R02 R03 R04 R05

過去からの造林量と植林形態の推移

造林等植林実績(ha) うち森林造成実績(ha)

トドマツの列状間伐地（羽幌町・私有林） 

針葉樹を人工造林（留萌市・私有林） 

(留萌振興局林務課の造林補助事業実績より) 


	留萌の民有林2023
	留萌の民有林2023
	留萌の民有林2023
	留萌の民有林2023
	表紙
	目次
	1_概況
	2_森林資源　3_森林所有者
　　4_森林組合
	5_森林整備





